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簿記能力検定試験 模擬試験 第１回 

上級 会 計 学 解答用紙 
 
 
 

解答用紙 会１－１ 

解答用紙

 

備 

 年  組 №  

氏  名 

      

【禁無断転載】   

得  点 確認欄

    

  点

制限時間【1時間30分】 

(商業簿記と2科目で) 

問題１ 

 正誤 理                  由 

１  
 

 

２  
 

 

３  
 

 

４  
 

 

５  
 

 

６  
 

 

７  
 

 

８  
 

 

９  
 

 

10  
 

 

 

 

問題２ 

問１ 

(a)  (b)  (c)  

(d)  (e)  (f)  

(g)  (h)  (i)  

   

問２ 

(ア)  (イ) (ウ)

(エ)  (オ) (カ)

(キ)  (ク)   
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解答用紙 会１－２ 

問３ 

 

 

 

問４ 

 

 

 

 

問題３ 

問１及び問２において金額がマイナスとなる場合は，金額の前に△を付けること。 

なお，問１においては，すべての空欄〔   〕・(   )が埋まるとは限らない。 

問１【キャッシュ・フロー計算書】(直接法による作成) 

                               (単位：千円) 

営業活動によるキャッシュ・フロー      

〔営業収入           〕 ( 1,895 )   

 商品の〔仕入支出       〕 ( △1,160 )   

 人件費の支出 ( △79 )   

 その他の営業支出 ( △33 )   

     小  計 ( 623 )   

 利息及び配当金の〔受取額   〕 ( ３ )   

〔利息の支払額         〕 ( △11 )   

〔               〕 ( )   

 営業活動によるキャッシュ・フロー ( 615 )   

投資活動によるキャッシュ・フロー     

 有形固定資産の取得による支出 ( 30 )   

〔有形固定資産の売却による収入 〕 ( △790 )   

〔               〕 ( )   

 投資活動によるキャッシュ・フロー ( △760 )   

財務活動によるキャッシュ・フロー     

〔短期借入金の返済 〕による支出 ( △30 )   

〔長期借入れによる収入     〕 ( 210 )   

〔配当金の支払額        〕 ( △50 )   

〔               〕 ( )   

 財務活動によるキャッシュ・フロー ( 130 )   

現金及び現金同等物の増減額 ( △15 )   

現金及び現金同等物の期首残高 ( 160 )   

現金及び現金同等物の期末残高 ( 145 )   
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解答用紙 会１－３ 

 

問２【キャッシュ・フロー計算書(一部)】(間接法による作成) 

                               (単位：千円) 

営業活動によるキャッシュ・フロー      

  税引前当期純利益 ( 210 )   

 〔減価償却費         〕 ( 145 )   

  減損損失 ( 120 )   

 〔貸倒引当金    〕の増減額 ( △２ )   

 〔退職給付引当金  〕の増減額 ( ５ )   

  受取利息及び受取配当金 ( △３ )   

 〔支払利息          〕 ( 14 )   

  固定資産売却益 ( △５ )   

 〔売上債権     〕の増減額 ( 100 )   

 〔棚卸資産     〕の増減額 ( △20 )   

 〔仕入債務     〕の増減額 ( 60 )   

 〔前払費用     〕の増減額 ( △１ )   

      小  計 ( 623 )   

     

問３ 

  解答欄   解答欄  

① 当座預金  ② ６カ月ものの定期預金  
 

 

③ 売買目的有価証券  ④ 通知預金  
 

 

⑤ 
３カ月もののコマーシャル・ペ
ーパー 

 ⑥ (簿記・会計上の)受取手形  
 

 

 

 



 

                   全１ページ ① 

 

簿記能力検定試験 模擬試験 第１回 

上級 商 業 簿 記 解答用紙 
 
 
 

解答用紙 商１－１ 

解答用紙

 

備 

 年  組 №  

氏  名 

      

【禁無断転載】   

得  点 確認欄

    

  点

制限時間【1時間30分】 

(会計学と2科目で) 

                     損      益  

借 方 科 目  金   額 貸 方 科 目 金   額 

仕 入 〔  〕 売 上 〔  〕

給 料 〔  〕 受 取 利 息 〔  〕

退 職 給 付 費 用 〔  〕 受 取 配 当 金 〔  〕

貸倒引当金繰入額* 1 〔  〕 有 価 証 券 利 息 〔  〕

減 価 償 却 費 〔  〕 有 価 証 券 評 価 益 〔  〕

広 告 宣 伝 費 〔  〕  〔  〕

支 払 利 息 〔  〕  〔  〕

為 替 差 損 〔  〕    

 〔  〕    

 〔  〕    

 〔  〕    

 〔  〕    

法 人 税 等 〔  〕    

繰 越 利 益 剰 余 金 〔  〕    

 〔  〕  〔  〕

＊１ 貸倒引当金繰入額は，本来，販売費及び一般管理費，営業外費用または特別損失に損益計算 

書の記載区分を分ける必要があるが，ここでは，すべての貸倒引当金繰入額をまとめて記入す 

ること。 

                     残      高  

借 方 科 目  金   額 貸 方 科 目 金   額 

現 金 〔  〕 支 払 手 形 1,600,000  

当 座 預 金 〔  〕 買 掛 金 〔  〕

受 取 手 形 〔  〕  〔  〕

売 掛 金 〔  〕 未 払 利 息 〔  〕

売 買 目 的 有 価 証 券 〔  〕 リ ー ス 債 務 〔  〕

繰 越 商 品 〔  〕 未 払 法 人 税 等 〔  〕

繰 延 税 金 資 産 〔  〕 預 り 保 証 金 50,000  

建 物 〔  〕 長 期 借 入 金 3,000,000  

リ ー ス 資 産 〔  〕 退 職 給 付 引 当 金 〔  〕

土 地 5,820,000   〔  〕

長 期 貸 付 金 〔  〕 長 期 リ ー ス 債 務 〔  〕

満 期 保 有 目 的 債 券 〔  〕 貸 倒 引 当 金*2 〔  〕

そ の 他 有 価 証 券 〔  〕 建物減価償却累計額 〔  〕

関 連 会 社 株 式 〔  〕 リース資産減価償却累計額 〔  〕

破 産 更 生 債 権 等 〔  〕 資 本 金 18,000,000  

   資 本 準 備 金 750,000  

   利 益 準 備 金 730,000  

   別 途 積 立 金 54,000  

   繰 越 利 益 剰 余 金 〔  〕

    〔  〕

 〔  〕  〔  〕

＊２ 貸倒引当金は，本来，設定対象となっている債権ごとに算定される必要があるが，ここでは， 

すべての貸倒引当金をまとめて記入すること。 
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簿記能力検定試験 模擬試験 第２回 

上級 会 計 学 解答用紙 
 
 

解答用紙 会２－１ 

解答用紙

 

備 

 年  組 №  

氏  名 

      

【禁無断転載】   

得  点 確認欄

    

  点

制限時間【1時間30分】 

(商業簿記と2科目で) 

問題１ 

正誤 手持原材料や貯蔵品の売却額は，営業外収益の区分に計上されるのが原則である。 

 

理由  

正誤 委託販売収益は，仕切精算書が販売のつど送付されている場合には，その仕切精算書の到達日をも

って売上収益の実現の日とみなすことができる。  

理由  

正誤 経過勘定項目のうち未払費用は，貸借対照表日の翌日から起算して１年以内に費用になるものを流

動負債とし，１年を超えて費用となるものは，固定負債とする。  

理由  

正誤 固定資産の減損損失は，帳簿価額とこれを下回る回収可能価額との差額として測定されるが，回収

可能価額は，使用価値と正味売却価額のうち低い方の価額とされる。  

理由  

正誤 支払手形，買掛金，借入金，社債その他の債務は，債務額をもって貸借対照表価額とする。ただし，

社債を社債金額よりも低い価額又は高い価額で発行した場合など，収入に基づく金額と債務額とが

異なる場合には，償却原価法に基づいて算定された価額をもって，貸借対照表価額としなければな

らない。 

 

理由  

正誤 外貨建その他有価証券の換算では，外国通貨による取得原価を決算日の為替相場により円換算した

額を付す。  

理由  

正誤 繰延税金資産及び繰延税金負債は，これらに関連した資産・負債の分類に基づいて，原則，納税主

体ごとに，繰延税金資産については，流動資産又は無形固定資産として，繰延税金負債については

流動負債又は固定負債として表示しなければならない。 
 

理由  

正誤 自己株式の取得に係る付随費用は取得原価となる。 

 

理由  

正誤 過去勤務費用及び数理計算上の差異は，原則として，各期の発生額について平均残存勤務期間以内

の一定の年数で按分した額を費用処理しなければならないが，この場合，数理計算上の差異につい

ては，当期の発生額を翌期から費用処理する方法を用いることができる。 
 

理由  

正誤 連結財務諸表の作成において発生した負ののれんは負債として計上する。 

 

理由  
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解答用紙 会２－２ 

問題２ 

問１ 

(a)  (b)  (c)  

(d)      

   

問２ 

評価性引当金の具体例   

非債務性引当金の具体例   

   

問３ 

⑴ 引当金と未払費用の共通点 

 

 

⑵ 引当金と未払費用の相違点 

 

 

 

問４ 

⑴ 機械装置取得時の仕訳                          (単位；千円) 

   借    方 金   額 貸    方 金   額  

     現 金 預 金  
 

       

⑵ 決算時の仕訳                             (単位；千円) 

   借    方 金   額 貸    方 金   額  

        

 

問５ 

 

 

 

問６ 
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解答用紙 会２－３ 

問題３ 

問１ 

記号 用    語 記号 用    語  

(Ａ)  (Ｂ)   

(Ｃ)  (Ｄ)   

(ア)  (イ)   

(ウ)  (エ)   

 

問２ 

配当性向 ＝  ×100(％)  

問３ 

 (Ｃ)  の観点から 

 

 

 
 

 (Ｄ)  の観点から 

 

 

 

 

 

 



 

                   全２ページ ① 

 

簿記能力検定試験 模擬試験 第２回 

上級 商 業 簿 記 解答用紙 
 
     

解答用紙 商２－１ 

解答用紙

 

備 

 年  組 №  

氏  名 

      

【禁無断転載】   

得  点 確認欄

    

  点

制限時間【1時間30分】 

(会計学と2科目で) 

問題１  

 問１ 個別会計上の仕訳 

   １ 退職給付費用の見積計上の仕訳 

   借    方 金   額 貸    方 金   額  

        

 

   ２ 過去勤務費用に係る仕訳 

   借    方 金   額 貸    方 金   額  

       

  

問２ 個別財務諸表 

             損 益 計 算 書       (単位：円)  

 退 職 給 付 費 用 (     )    

      

 

             貸 借 対 照 表       (単位：円)  

  退職給付引当金 (     )  

      

 

問３ 連結財務諸表 

 連 結 損 益 計 算 書     (単位：円)  

 退 職 給 付 費 用 (     )    

      

 

 連 結 貸 借 対 照 表     (単位：円)  

  退職給付に係る負債 (     )  

   退職給付に係る調整累計額 (     )  
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解答用紙 商２－２ 

問題２                                     
  (単位：百万円) 

 Ｐ   社 Ｓ   社 整 理 記 入 連結財務諸表
 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方
貸借対照表：    
 現 金 預 金 3,700  2,400  
 売  掛  金 24,000  7,000  
  貸倒引当金  480 200

 
 

 商    品 18,000  12,000  
 貸  付  金 11,000   
 建    物 30,000  9,000  
 土    地 25,000  20,000  
 Ｓ 社 株 式 16,700   
(      )    

繰延税金資産 300  200  

買  掛  金  17,220 18,200  
 借  入  金  1,000 6,700  
 未払法人税等  2,000 1,000  

繰延税金負債    
 
 

 資  本  金  80,000 10,000  
 資 本剰余 金  10,000 8,000  
 利 益剰余 金  18,000 6,500  
 評 価 差 額    
(      )    

 128,700 128,700 50,600 50,600  
損益計算書：    
 売  上  高  72,000 41,000  
 売 上 原 価 57,600  32,000

 
 貸倒引当金繰入 300  120  
 減 価償却 費 4,200  780  
 受 取 利 息  250  
 受 取配当 金  550  
 支 払 利 息 20  200  
 その他の費用 2,300  6,900  
 固定資産売却益   5,000  
(      )    

 法 人 税 等 3,600  2,500  
 法人税等調整額  200 100  

 

(      )    

計 68,020 73,000 42,500 46,100  
当 期純利 益 4,980  3,600  

 73,000 73,000 46,100 46,100  
株主資本等変動計算書    
 資本金当期首残高  80,000 10,000  
 資本金当期末残高  80,000 10,000  
 資本剰余金当期首残高  10,000 8,000  
 資本剰余金当期末残高  10,000 8,000  
 利益剰余金当期首残高  14,220 3,400  

 

  剰余金の配当 1,200  500  
  当期純利益  4,980 3,600  
 利益剰余金当期末残高  18,000 6,500  
 少数株主持分当期首残高 
 

   

 少数株主持分当期変動額    
 

 少数株主持分当期末残高    
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簿記能力検定試験 模擬試験 第３回 

上級 会 計 学 解答用紙 
 
 
 

解答用紙 会３－１ 

解答用紙

 

備 

 年  組 №  

氏  名 

      

【禁無断転載】   

得  点 確認欄

    

  点

制限時間【1時間30分】 

(商業簿記と2科目で) 

問題１ 

 正誤 理                  由 

１  
 

 

２  
 

 

３  
 

 

４  
 

 

５  
 

 

６  
 

 

７  
 

 

８  
 

 

９  
 

 

10  
 

 

 

問題２ 

問１ 

(a)  (b)  (c)  

(d)  (e)    

 

問２ 

①   

②   

 

問３ 
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解答用紙 会３－２ 

 

問４ 

 

 

 

 

問５ 

 

 

 

 

問題３ 

                                        (単位：千円) 

事  象 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ 

解答 
記号 

流動 
比率 

    

総資産 
負債比率 

    

流動資産  

固定資産  

計  

流動負債  

固定負債  

純資産  

計  
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簿記能力検定試験 模擬試験 第３回 

上級 商 業 簿 記 解答用紙 
 
     

解答用紙 商３－１ 

解答用紙

 

備 

 年  組 №  

氏  名 

      

【禁無断転載】   

得  点 確認欄

    

  点

制限時間【1時間30分】 

(会計学と2科目で) 

問題１  

損 益 計 算 書 

自×５年４月１日 至×６年３月31日     (単位：円) 

Ⅰ 売   上   高   

 １ 一 般 売 上 高 ( )   

 ２ 割 賦 売 上 高 ( )   

 ３ 積 送 品 売 上 高 ( )   

 ４ 試 用 品 売 上 高 ( )   

 ５ 未 着 品 売 上 高 ( ) (  ) 

Ⅱ 売 上 原 価   

 １ 期 首 商 品 棚 卸 高 ( )   

 ２ 当 期 商 品 仕 入 高 ( )   

    小    計 ( )   

 ３ 戻 り 商 品 ( )   

    合    計 ( )   

 ４ 期 末 商 品 棚 卸 高 ( )   

    差    引 ( )   

 ５ 棚 卸 減 耗 費 ( ) (  ) 

    売 上 総 利 益 (  ) 

Ⅲ 販売費及び一般管理費   

 １  … …   

 ２ 戻 り 商 品 損 失 ( )   

   

当期の一般販売の原価率      ％ 

 

問題２  

   １ ×３年度のストック・オプションに係る人件費の計上の仕訳 

   借    方 金   額 貸    方 金   額  

        

   ２ ×４年度のストック・オプションに係る人件費の計上の仕訳 

   借    方 金   額 貸    方 金   額  

        

   ３ ×５年度のストック・オプションに係る人件費の計上の仕訳 

   借    方 金   額 貸    方 金   額  

        

   ４ ストック・オプションの権利行使時の仕訳 

   借    方 金   額 貸    方 金   額  
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解答用紙 商３－２ 

問題３ (単位：円) 

 問１                      問２ 

 連結損益計算書  連結損益計算書 

   …    … 

 投資有価証券評価損 (      )  投資有価証券評価損 (     )

   …    … 

 当期純利益 10,000   当期純利益 9,880  

 

 連結包括利益計算書  連結包括利益計算書 

 少数株主損益調整前当期純利益 11,000  少数株主損益調整前当期純利益 10,880 

 その他の包括利益：  その他の包括利益： 

  その他有価証券評価差額金 (     )   その他有価証券評価差額金 (     )

 包括利益 (     )  包括利益 (     )

 

 連結株主資本等変動計算書  連結株主資本等変動計算書 

 その他有価証券評価差額金  その他有価証券評価差額金 

 当期首残高 (     )  当期首残高 (      )

 当期変動額 (     )  当期変動額 (     )

 当期末残高 (      )  当期末残高 (      )
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簿記能力検定試験 模擬試験 第４回 

上級 会 計 学 解答用紙 
 
 
 

解答用紙 会４－１ 

解答用紙

 

備 

 年  組 №  

氏  名 

      

【禁無断転載】   

得  点 確認欄

    

  点

制限時間【1時間30分】 

(商業簿記と2科目で) 

問題１ 

正誤 売上戻り，売上値引，および売上割引は，売上高から控除するが，売上割戻しは，財務費用で
あるから営業外費用項目として取り扱う。 

 

理由  

正誤 資本と利益の混同は禁止されているが，自己株式の処分や消却の会計処理をした結果，その他
資本剰余金が負の残高になったときには，その都度，その他利益剰余金（繰越利益剰余金）で
補てんする。  

理由  

正誤 原価差額を売上原価に賦課した場合には，損益計算書において，売上原価の内訳科目として記
載する。 

 

理由  

正誤 トレーディング目的で保有する棚卸資産の評価損益は純額で営業外損益に表示するのが原則で
ある。 

 

理由  

正誤 営業の必要に基づいて経常的に発生する仕入先に対する貸付金の貸倒引当金繰入額は営業外費
用とされる。 

 

理由  

正誤 デリバティブ取引により生じる正味の債権及び債務は，時価をもって貸借対照表価額とし，評
価差額は，原則として，繰延処理する。 

 

理由  

正誤 外貨建金銭債務の決済による損益は，原則として，当期の為替差損益として営業外収益又は営
業外費用とする。 

 

理由  

正誤 キャッシュ・フロー計算書の「現金及び現金同等物」の中の現金とは，手許現金及び定期預金
をいい，現金同等物とは，容易に換金可能であり，かつ，価値の変動について僅少なリスクし
か負わない短期投資をいう。  

理由  

正誤 のれんは，無形固定資産の区分に表示し，その当期償却額は特別損失の区分に表示する。 

 

理由  

正誤 割賦販売については，商品等を引き渡した日をもって売上収益実現の日とするが，収益の認識
を慎重に行うため，割賦金の回収期限の到来の日又は入金の日をもって売上収益実現の日とす
ることができる。  

理由  
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解答用紙 会４－２ 

問題２ 

問１ 

ア  イ  ウ   

 

問２ 

符号   

 

問３ 

 

 

 

問４ 

 

 

 

 

問５ 

 

 

問６ 
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解答用紙 会４－３ 

問題３  
【株主資本等変動計算書】                     (単位：円) 

株主資本    
 資本金  
  当期首残高  50,000,000   
  当期変動額     
   [新株の発行             ]  ( 4,000,000 )  
   当期変動額合計  ( 4,000,000 )  
  当期末残高  ( 54,000,000 )  
 資本剰余金    
  資本準備金    
   当期首残高  10,000,000   
   当期変動額    
    [剰余金の配当           ]  ( 40,000 )  
    [                 ]  ( )  
    当期変動額合計  ( 3,000,000 )  
   当期末残高  ( 13,000,000 )  
  その他資本剰余金    
   当期首残高  800,000   
   当期変動額    
    [準備金から剰余金への振替     ]  ( 1,040,000 )  
    [準備金から剰余金への振替     ]  ( 1,040,000 )  
    [                 ]  ( )  
    当期変動額合計  ( △  700,000 )  
   当期末残高  ( 100,000 )  
 利益剰余金  
  利益準備金    
   当期首残高  2,300,000   
   当期変動額    
    [                 ]  ( )  
    当期変動額合計  ( 160,000 )  
   当期末残高  ( 2,460,000 )  
  その他利益剰余金    
   別途積立金    
    当期首残高  380,000   
    当期変動額    
     [別途積立金の積立        ]  ( 600,000 )  
     当期変動額合計  ( 600,000 )  
    当期末残高  ( 980,000 )  
   繰越利益剰余金    
    当期首残高  3,832,000   
    当期変動額    
     [剰余金の配当          ]  ( △ 2,160,000 )  
     [別途積立金の積立        ]  ( △  600,000 )  
     [当期純利益           ]  ( 1,117,000 )  
     当期変動額合計  ( △ 1,643,000 )  
    当期末残高  ( 2,189,000 )  
 自己株式  
  当期首残高  △ 1,560,000   
  当期変動額    
   [自己株式の取得           ]  ( △  840,000 )  
   [自己株式の消却           ]  ( 1,200,000 )  
   当期変動額合計  ( 360,000 )  
  当期末残高  ( △ 1,200,000 )  
評価・換算差額等    
 その他有価証券評価差額金    
  当期首残高  ( 180,000 )  
  当期変動額    
   株主資本以外の項目の当期変動額(純額)  ( △  240,000 )  
   当期変動額合計  ( △  240,000 )  
  当期末残高 ( △  60,000 )  

 



 

                   全２ページ ① 

 

簿記能力検定試験 模擬試験 第４回 

上級 商 業 簿 記 解答用紙 
 
     

解答用紙 商４－１ 

解答用紙

 

備 

 年  組 №  

氏  名 

      

【禁無断転載】   

得  点 確認欄

    

  点

制限時間【1時間30分】 

(会計学と2科目で) 

問題１ 

                   決算整理後残高試算表             (単位：円) 

借 方 科 目  金   額 貸 方 科 目 金   額 

現 金 〔  〕 支 払 手 形 1,931,300  

当 座 預 金 〔  〕 買 掛 金 1,500,000  

受 取 手 形 〔  〕  〔  〕

売 掛 金 〔  〕 未 払 法 人 税 等 〔  〕

売 買 目 的 有 価 証 券 〔  〕 預 り 保 証 金 30,000  

繰 越 商 品 〔  〕 資 産 除 去 債 務 〔  〕

繰 延 税 金 資 産 〔  〕  〔  〕

建 物 〔  〕 貸 倒 引 当 金*2 〔  〕

備 品 〔  〕 建物減価償却累計額 〔  〕

機 械 〔  〕 備品減価償却累計額 〔  〕

土 地 9,200,000  機械減価償却累計額 〔  〕

長 期 貸 付 金 300,000  資 本 金 25,000,000  

そ の 他 有 価 証 券 〔  〕 資 本 準 備 金 1,905,000  

自 己 株 式 〔  〕 そ の 他 資 本 剰 余 金 〔  〕

仕 入 〔  〕 利 益 準 備 金 800,000  

給 料 6,000,000  繰 越 利 益 剰 余 金 〔  〕

旅 費 交 通 費 〔  〕  〔  〕

貸倒引当金繰入額* 1 〔  〕 売 上 〔  〕

減 価 償 却 費 〔  〕 受 取 利 息 〔  〕

利 息 費 用 〔  〕 受 取 配 当 金 〔  〕

有 価 証 券 運 用 損 益 〔  〕  〔  〕

 〔  〕    

法 人 税 等 〔  〕    

 〔  〕  〔  〕

＊１ 貸倒引当金繰入額は，本来，販売費及び一般管理費，営業外費用または特別損失に損益計算 

書の記載区分を分ける必要があるが，ここでは，すべての貸倒引当金繰入額をまとめて記入す 

ること。 

＊２ 貸倒引当金は，本来，設定対象となっている債権ごとに算定される必要があるが，ここでは， 

すべての貸倒引当金をまとめて記入すること。 
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解答用紙 商４－２ 

問題２ 

問１ 

   (Ｎ支店)              損 益 計 算 書            (単位：円) 

借 方 科 目  金   額 貸 方 科 目 金   額 

期 首 商 品 棚 卸 高 〔  〕 売 上 高 〔  〕

当 期 商 品 仕 入 高 〔  〕 期 末 商 品 棚 卸 高 〔  〕

営 業 費 〔  〕  〔  〕

減 価 償 却 費 〔  〕    

支 払 利 息 〔  〕    

当 期 純 利 益 〔  〕    

 〔  〕  〔  〕

 

   (Ｎ支店)              貸 借 対 照 表            (単位：円) 

借 方 科 目  金   額 貸 方 科 目 金   額 

現 金 預 金 〔  〕 買 掛 金 〔  〕

商 品 〔  〕 長 期 借 入 金 〔  〕

備 品 〔  〕 備品減価償却累計額 〔  〕

   本 店 〔  〕

   当 期 純 利 益 〔  〕

 〔  〕  〔  〕

 

問２ 

   (Ｗ社)               損 益 計 算 書            (単位：円) 

借 方 科 目  金   額 貸 方 科 目 金   額 

期 首 商 品 棚 卸 高 〔  〕 売 上 高 〔  〕

当 期 商 品 仕 入 高 〔  〕 期 末 商 品 棚 卸 高 〔  〕

営 業 費 〔  〕  〔  〕

減 価 償 却 費 〔  〕    

支 払 利 息 〔  〕    

当 期 純 利 益 〔  〕    

 〔  〕  〔  〕

 

   (Ｗ社)               貸 借 対 照 表            (単位：円) 

借 方 科 目  金   額 貸 方 科 目 金   額 

現 金 預 金 〔  〕 買 掛 金 〔  〕

商 品 〔  〕 長 期 借 入 金 〔  〕

備 品 〔  〕 備品減価償却累計額 〔  〕

   資 本 金 〔  〕

   利 益 剰 余 金 〔  〕

    〔  〕

 〔  〕  〔  〕
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簿記能力検定試験 模擬試験 第１回 

上級 原 価 計 算 解答用紙 
 
 
 

解答用紙 原１－１ 

解答用紙

 

備 

 年  組 №  

氏  名 

      

【禁無断転載】   

得  点 確認欄

    

  点

制限時間【1時間30分】 

(工業簿記と2科目で) 

問題１ 

問１ 

損益分岐点売上高  円  

 

Ｎ製品の販売量   個 Ｓ製品の販売量 個  

問２ 

Ｎ製品の販売量   個 Ｓ製品の販売量 個  

問３ 

営業レバレッジ度    

問４ 

次期の営業利益額  円  

 

計算過程 7,920,000 円＋7,920,000 円×（  85  ）％  

問５ 

安全余裕率  ％  

問６ 

損益分岐点売上高  円  

 

Ｎ製品の販売量   個 Ｓ製品の販売量  個  

 

問題２ 

問１ 

製品Ａ   個 製品Ｂ 個  

問２ 

⑴ 製品Ａ   個 製品Ｂ 個  

 

⑵ 月間営業利益  円  

 

問３ 

材料αⅡに切り替えた方が，月間営業利益について， 
 

  円（ 有利 ・ 不利 ）であるため，切り替えるべきで（ ある ・ ない ）。
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簿記能力検定試験 模擬試験 第２回 

上級 原 価 計 算 解答用紙 
 
 
 

解答用紙 原２－１ 

解答用紙

 

備 

 年  組 №  

氏  名 

      

【禁無断転載】   

得  点 確認欄

    

  点

制限時間【1時間30分】 

(工業簿記と2科目で) 

問題１ 

問１ 

比較損益計算書(単位：円) 

  予算  実績 

Ⅰ 売上高  （ 159,360,000  ）  （ 157,500,000  ） 

Ⅱ 標準変動売上原価  （ 190,636,000  ）  （  91,000,000  ） 

Ⅲ 標準変動販売費  （  11,703,000  ）  （ 11,750,000 ） 

   標準貢献利益  （  57,021,000  ）  （  54,750,000  ） 

標準変動費差異  ―  （ ＋3,250,000  ） 

   実際貢献利益  （  58,000,000  ）  （  58,000,000  ） 

Ⅳ 固定費     

  製造固定費  （ 13,000,000 ）  （  12,500,000  ） 

  固定販売費及び一般管理費  （   4,181,000  ）  （  14,550,000  ） 

   営業利益  （  39,840,000  ）  （  40,950,000  ） 

 

営業利益差異分析表(単位：円) 

1. 予算営業利益                                                        （  39,840,000  ） 

2. 販売部門差異 

売上高差異 

販売価格差異              △2,500,000 

販売数量差異          （               ）   （               ） 

変動売上原価数量差異                          （               ） 

販売費差異 

変動販売費予算差異          △250,000 

変動販売費数量差異    （               ） 

固定販売費差異               △44,000       （               ）   （               ） 

3. 製造部門差異 

変動売上原価価格差異                              ＋3,500,000 

製造固定費差異                                      ＋500,000           ＋4,000,000 

4. 一般管理部門差異                                                          △325,000     

5. 実績営業利益                                                        （               ） 

 

問２ 

市場占有率差異（ ＋6,400,000  ）円       市場総需要量差異（ △5,760,000  ）円 

 

 

問題２ 

問１   1 個あたりの関連原価  円  

 

問２ 部品Ａを内製する場合の方が，  円（ 有利 ・ 不利 ）であるため，  
 

（ 内製 ・ 購入 ）すべきである。  

 

問３ 部品Ａの月間必要量が，  個より多いとき，購入する場合の方が有利である。  
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簿記能力検定試験 模擬試験 第３回 

上級 原 価 計 算 解答用紙 
 
 
 

解答用紙 原３－１ 

解答用紙

 

備 

 年  組 №  

氏  名 

      

【禁無断転載】   

得  点 確認欄

    

  点

制限時間【1時間30分】 

(工業簿記と2科目で) 

問１ 

Ⅰ事業部貢献利益  千円  

問２ 

Ⅰ事業部損益分岐点売上高  千円  

問３ 

売上高  ％減少  

問４ 

（a）経営レバレッジ係数    

 

（b）事業部利益  千円  

問５ 

最もリスクの高い事業部  事業部  

 

 の値が  と最も高いため  

問６ 

（a）Ｋ事業部  千円 Ｅ事業部   千円 

 

Ｉ事業部  千円 Ｏ事業部   千円  

 

（b）最も効率的な事業部  事業部  

 

 の値が  と最も高いため  

 

（c）   

   

   

問７ 

（a）Ｋ事業部  千円 Ｅ事業部   千円 

 

Ｉ事業部  千円 Ｏ事業部   千円  

 

（b）最も効率的な事業部  事業部  

 

 の値が  と最も高いため  
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簿記能力検定試験 模擬試験 第４回 

上級 原 価 計 算 解答用紙 
 
 
 

解答用紙 原４－１ 

解答用紙

 

備 

 年  組 №  

氏  名 

      

【禁無断転載】   

得  点 確認欄

    

  点

制限時間【1時間30分】 

(工業簿記と2科目で) 

問題１ 

問１ 取替時における正味キャッシュ・フロー  万円 

 

 

問２ 第３年目における正味キャッシュ・フロー  万円  

 

 

問３ 耐用年数到来時における正味キャッシュ・フロー  万円 

 

 

問４ 

 取替時における正味キャッシュ・フロー  万円  

    

 第３年目における正味キャッシュ・フロー  万円  

    

 耐用年数到来時における正味キャッシュ・フロー  万円 

 

 

問５ 採用（ 可 ・ 否 ），  正味現在価値  円  

 

 

問題２ 

問１ 

  年  

 

問２ 

  円  

 

問３ 

収益性指数    

 

この設備投資案は，収益性指数が  より大きいため， 
 

採用すべきで（ ある ・ ない ）。 
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簿記能力検定試験 模擬試験 第１回 

上級 工 業 簿 記 解答用紙 
 
 
 

解答用紙 工１－１ 

解答用紙

 

備 

 年  組 №  

氏  名 

      

【禁無断転載】   

得  点 確認欄

    

  点

制限時間【1時間30分】 

(原価計算と2科目で) 

問題１ 

問１ 

月末仕掛品原価 円  

異 常 仕 損 費 円  

 

問２ 

   (単位：円)

勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額  

   

 

問３ 

月末仕掛品原価 円  

完 了 品 原 価 円  

 

問４ 

月末仕掛品原価 円  

完 了 品 原 価 円  

 

問５ 

月末仕掛品原価 円  

異 常 仕 損 費 円  

 

問６ 

完了品原価(月初仕掛品完了分) ＠          円  

完了品原価(当月着手完了品) ＠          円  

月 末 仕 掛 品 原 価 円  

 

問７ 
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解答用紙 工１－２ 

問題２ 

問１ 

製 品 Ａ ＠ 円  

製 品 Ｂ ＠ 円  

製 品 Ｃ ＠ 円  

 

問２ 

   (単位：円)

勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額  

   

   

  

 

問３ 

 製品Ａ 製品Ｂ 製品Ｃ 合計 

売 上 高 円 円 円 円

売 上 原 価 円 円 円 円

売 上 総 利 益 円 円 円 円
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簿記能力検定試験 模擬試験 第２回 

上級 工 業 簿 記 解答用紙 
 
 
 

解答用紙 工２－１ 

解答用紙

 

備 

 年  組 №  

氏  名 

      

【禁無断転載】   

得  点 確認欄

    

  点

制限時間【1時間30分】 

(原価計算と2科目で) 

問題１ 

問１ 各製品の按分後の当月製造費用(単位：円) 

 製品Ｘ１ 製品Ｘ２ 

直接材料費   

加 工 費   

製品Ｘ１の直接材料費の計算過程 

 

 

 

 

製品Ｘ２の加工費の計算過程 

 

 

 

 

問２ 製品Ｘ１の月末仕掛品原価および完成品原価 

  月末仕掛品原価  完成品原価  

製 品 Ｘ １  ( ) 円 ( ) 円 

 

問３ 製品Ｘ２の正常仕損費および異常仕損費 

  正常仕損費  異常仕損費  

製 品 Ｘ ２  ( ) 円 ( ) 円 

 

問４ 製品Ｘ２の月末仕掛品が負担する正常仕損費 

正常仕損費（         ）円 

計算過程 

 

 

 

 

問５ 製品Ｘ２の月末仕掛品原価および完成品原価 

  月末仕掛品原価  完成品原価  

製 品 Ｘ ２  ( ) 円 ( ) 円 

 

問６ 仕掛品勘定から製品勘定への振替仕訳(単位：円) 

借 方 科 目 金   額 貸 方 科 目 金   額 
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解答用紙 工２－２ 

問題２ 

問１ 

 原料Ａ 原料Ｂ 原料Ｃ 合計 

消 費 価 格 差 異 円 円 円 円

歩 留 差 異 円 円 円 円

配 合 差 異 円 円 円 円

問２ 

 原料Ａ 原料Ｂ 原料Ｃ 合計 

配 合 差 異 円 円 円 円

歩 留 差 異 円 円 円 円
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簿記能力検定試験 模擬試験 第３回 

上級 工 業 簿 記 解答用紙 
 
 
 

解答用紙 工３－１ 

解答用紙

 

備 

 年  組 №  

氏  名 

      

【禁無断転載】   

得  点 確認欄

    

  点

制限時間【1時間30分】 

(原価計算と2科目で) 

問題１ 

問１ 

製造指図書別原価計算表             (単位：円)

 Ｎo.101 Ｎo.102 Ｎo.103 Ｎo.101-2 Ｎo.102-2 Ｎo.103-2 

直接材料費   

直接労務費   

加工部門   

組立部門   

製造間接費   

加工部門   

組立部門   

小 計   

仕損品評価額   

正常仕損費    

異常仕損費   

合 計   

 

問２ 

借 方 科 目 金   額 貸 方 科 目 金   額  

  

 

問３ 

材料消費価格差異 ( ) 円  (  ) 差異   

賃 率 差 異 ( ) 円  (  ) 差異   

 

問４ 

工場事務部門費                         (単位：円)

(  ) (  ) 

(  ) (  ) 

(  ) (  ) 

 

組 立 部 門 費                         (単位：円)

(  ) (  ) 

(  ) (  ) 

(  ) (  ) 

 

問５ 

動力部門費配賦差異 ( ) 円  (  ) 差異   

加工部門費配賦差異 ( ) 円  (  ) 差異   

 

  

(単位：円) 
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解答用紙 工３－２ 

問題２ 

問１ 

部門費配賦表 

費   目 合   計 第１製造部門 第２製造部門 (           ) (           )

第１次集計額      

(            )      

(            )      

計      

 

問２ 

 

 

 

 

 

 

(単位：円) 
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解答用紙 工４－１ 

解答用紙

 

備 

 年  組 №  

氏  名 

      

【禁無断転載】   

得  点 確認欄

    

  点

制限時間【1時間30分】 

(原価計算と2科目で) 

問題１ 

問１ 

    （単位：円）

 借  方 金  額 貸  方 金  額 

⑴     

⑵     

 

問２ 

  円  

 

問３ 

  円  

 

問４ 

製品 円  

 

材料 円  

 

仕掛品 円  

 

問５ 

    （単位：円）

 借  方 金  額 貸  方 金  額 

①     

②     

 

問６ 

  円  
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解答用紙 工４－２ 

問題２ 

問１ 

  個  

 

問２ 

  円  

 

問３ 

①  円  

 

②  賃率差異  円（ 有利 差異 ）  

 

作業時間差異  円（ 不利 差異 ）  
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